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アメリカ現地報告

反戦運動の多様性と米マスメディアのプロパガンダ報道

滞在期間：２００３年１月３０日～３月３０日 反戦運動、多様な個人・グループの主張
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· 年齢層、階級、学歴、職種、民族/人種、政治観、性別 

   宗教宗派．．．

□ 国内問題（先住民に対する暴力の歴史、政治囚、

   赤字拡大、富裕層の大幅減税、失業、教育、医療、

   低所得層の住宅問題、恐怖の押付、移民人権問題、
  *パトリオット〈愛国者〉法I、同法II、 軍事費拡張、
   米大量破壊兵器．．．）

□ 環境問題 （米軍に対する環境規制法適用免除、

   企業利益優先、地球温暖化．．．）

□「外交」政策 （アフガニスタン、イラク、パレスチナ、

   コロンビア、ベネズエラ、キューバ、フィリピン．．．）

□ マスメディア批判  

□ 世界に誇る「自由と民主主義の国」アメリカの実態一例：ブッシュ政権が押進める独裁国家

*愛国者法I 

*愛国者法II

一貫性のないデタラメな攻撃理由

・対テロ戦争（イラクとアルカイダの関係） ・大量破壊兵器廃棄 ・政権交代（イラクの民主化） ・周辺地域全体の民主化



クウェート侵攻許可 → 湾岸戦争（１９９０－１９９１） → 経済制裁、日常的な攻撃、査察 → 砂漠の

ＦＯＸ作戦（１９９８） → 経済制裁、日常的な攻撃、査察 → 侵略（２００３） → 植民地政策
「イラク問題」で国内外の他の諸問題封じ込め。爆撃、破壊、虐殺、そして巨額の利益
１．ダインコープ《米軍需コントラクター》 ２．法人クリエーティヴ・アソシエーツ・インターナショナル《コンサルティング会社》 ３．ベクテル・グループ《建設会社》 ４．ケロッグ・ブラウン＆ルート サービセス《ハリバートンの子会社》 ５．石油企業 ６．米小麦業者 ７．軍需産業 署名事務局『ブッシュ政権と軍産複合体』参照 ８．ルパート・マードック（フォックス・テレビジョン） ９．財宝闇商．．．
「われわれの軍隊をサポートしよう」？戦争支持体制：マスメディアによる製造
·  戦争のたびに繰り返される呪文。反戦の声を制圧する手段。

·  クリアー・チャンネル・ラジオ 

·  本当に軍隊は「サポート」されているのか。

· ３月２１日午前１時： 侵略開始後、米議会「軍隊をサポートする決議案」可決

· ３月２１日午前３時： 退役軍人に対する手当の大幅削減予算案、下院通過
· 復員兵、退役軍人専用病院予算削減のため病棟閉鎖が相次ぐ
· 「湾岸戦争症候群」 → 自費で「精子バンク」に精子を預けてからイラクへ（死ではなく健康被害）
· 女性兵士の場合、卵子の保存は成功率が低いので選択の余地なし。

· 志願兵の大多数は貧困層、労働者階級、人種マイノリティー 

· ４月７日良心的兵役忌避者の意思と法を無視して戦地に送る。

· 看板だけの「米兵が犠牲にならないハイテク戦争」 

・ジェシカ・リンチ ｖｓ．ショシャナ・ジョンソン
·  ＳＮＡＦＵ（Ｓｕｐｐｏｒｔ Ｎｅｔｗｏｒｋ ｆｏｒ ｔｈｅ Ａｒｍｅｄ Ｆｏｒｃｅｓ Ｕｎｉｏｎ）の活動  
□ それでも増えない新入隊者

貴方の子を石油ビジネスのための戦争に送らないで！

母親の誓約書に署名して下さい
民間の職探しは厳しく、大学の学費も高い。平時、自分の子どもが軍隊に入隊するのを良い選択だと思う親は多いのですが、湾岸で戦争が開始される恐れがある今、その選択をもう一度考え直してみる必要があります。現在、入隊を勧める勧誘員たちは特に貧困層や有色人種をターゲットにして時間外も働き、入隊することで様々な利点があると約束しています。貴方の子どもが戦争マシーンの一部になることを認める前に、いくつか知っておくべき点をここに紹介しましょう。 

健康被害（戦闘行動が終わってからも続く）
· 劣化ウラン－湾岸戦争時、米軍は劣化ウランでできた兵器を使用しました。これは大気中に放射性物質を撒き散らすものです。ウランの微粉末を吸い込むと、長期的に肺出血、リンパ腺繊維症や腎臓、肝臓、肺、心臓血管系の障害、ガン、奇形出産といった様々な健康障害を引き起こす原因となります（ロザリー・バーテル博士、Ｇ．Ｎ．Ｓ．Ｈ．）。

· 退役軍人給付金管理局は、軍に従事した結果、健康を害したとして医療手当を求める湾岸戦争帰還兵は全体の３６パーセントにのぼると報告しています。つまり軍人185,780名が長引く病気や、なんらかの障害に苦しんでいるのです。

· 軍の予防接種は軍人とその家族にとって危険です。中でも天然痘の予防接種は他の予防接種と比べて副作用が酷く、死に至ることさえあります。予防接種を強要される軍人は本人の命と健康、同時の家族までも危険にさらすことになります。天然痘の予防接種を受けると最大三週間もの間、本人以外の人に感染する可能性があるのです。            

大学進学のための資金について

· 復員兵援護法（GIビル）に加入する軍人全員が払戻しのきかない１００ドルを毎月支払わされていますが、実際進学用の資金を受け取ることができるのは、そのうち３５パーセントにすぎません。

· 事実ペンタゴンはモントゴメリーGIビルで利益を得ています。１９８５年から１９９３年の間に、軍人加入者全員から吸取った総額は１８億４千万ドルでしたが、実際に還元された額は１１億２千万ドルでした。ペンタゴンが儲かっているのは軍人が受け取るべき給付金を横取りしているためです。

· 軍人が給付金を受け取ることができたとしても、大学の学費を払えるほどの金額に達しない場合がほとんどです。新兵勧誘の広告は大学進学のために受け取る金額は「最高３万ドル」などと宣伝していますが、モントゴメリーGIビルから受け取る金額は最大でもその半分程度でしかありません。

職業訓練について

· 軍隊で受ける訓練は軍隊の仕事のためのものです。戦車操縦士やマシンガン射手を必要とする民間の会社を探すのは至難の業です。

· 実際、軍隊の復員兵は一般社会人と比べて収入が少ないのです。ブライアントとウィルハイトの１９９０年の調査は、平均的前者の収入は後者と比べて年間1,700ドル程度少ないとしています。

· ホームレス人口の３分の１は帰還兵である、という報告がアメリカン・リージョン・マガジンの２００３年３月号に掲載されました。このように、軍隊で受ける訓練は市民社会における成功を約束するカギではないことは明らかです。

貴方の子を石油ビジネスのために戦場に送らないで！

税金は職、教育、医療のために使われるべきで、戦争のためではありません。貴方の子を、企業の戦争プロパガンダの犠牲にしないでください。母親の契約書に署名し、ＳＮＡＦＵ（軍隊ユニオンのためのサポートネットワーク）にお送り下さい。39 W.14th Street, Room206, NY, NY, 10011. email: GISpeakout@action-mail.org. www.join-snafu.org.

＿＿私は資産家よる石油ビジネスのための戦争にわが子を送らないことを誓います。母親として、多くの犠牲者を出す戦争ではなく、学校、職業訓練、医療サービスが充実するよう訴えます。

名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿電話＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿住所＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿郵便番号＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

Ｅメール＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

志願兵不足に悩むアメリカの軍隊   【新沖縄フォーラム 『けーし風』、二〇〇〇年三月、第二六号掲載】

 好景気が続くアメリカだが、一方で貧富の差が拡大するという現実もある。大規模なリストラや不安定な雇用システムが導入される中で失業率が低下するのは、労働諸条件の内容を問わなければ仕事はいくらでもあるからだという。

 一九九九年一〇月二二日付の大衆紙、『ＵＳＡ トゥデー』は、この「好景気」がアメリカの軍隊を直撃している、と報道した（アンドリア・ストーン記者）。大学進学者の増加と就職機会が拡大したことが、軍隊に志願する高校新卒者減少の主な原因らしい。徴兵制が志願兵制に移行してから二五年、志願する若者の減少と、入隊を促す目的で上昇し続ける志願兵のための費用が、徴兵制への逆戻りさえ囁かれている。しかし、もしこれが表立った議論になれば、世論の反発は必然と予想されている。

 一九九九会計年度、アメリカ国防省は過去最高額の一八億ドル（それでも予算の一パーセント以下）を志願兵のために費やしたが、四軍のうち、陸軍と空軍が定員を達成できなかった（陸軍六三〇〇人、空軍一七〇〇人の不足）。

 陸軍の場合、九四年から九八年にかけて、志願兵一人にかかる費用は三八パーセント上昇した。入隊時その他の特別手当や大学進学資金の最高支給額を二万ドルに増額する（進学資格保持者のうち希望者のみ）といった魅力を盛り込んだお特用プログラムで、志願兵一人につき、一一〇〇〇ドル（一一五万円相当）をかけた計算になる。筆者の住む街の郵便局に置いてある、全ページカラー写真とキャッチコピーで綴られた最新の陸軍リクルート案内には、「兵役期間中、一年につき三〇日の有給休暇。専門学校、あるいは大学進学のための最高支給額五万ドル」などと書いてある。また、つい先日ウエストバージニア大学から全校生宛に送られてきた電子メールの末尾にこんな案内があった。同大学の陸軍ＲＯＴＣ（予備役将校訓練隊）が、五週間のリーダーシップ／管理研修（キャンプ・チャレンジ２０００）に参加する学生を募っているという。参加資格は成績が四評価のうち平均二・五以上、健康診断に合格した者となっている。会場（ケンタッキー州）までの航空運賃、宿泊、食費はすべて無料、同大学より最高八単位の授与、全米トップのリーダーシップ訓練師が直接指導、研修を終えてもＲＯＴＣに入隊する義務はない。入隊すれば二年分の奨学金獲得をめざして競争することも可能で、このために三五〇万ドル以上が準備されている。おまけに研修参加者すべてに七百ドル（七三〇〇〇円相当）が支払われる。滑稽なのは、特典列挙の最後に、「履歴書を充実させよう。ウォールストリートジャーナルによると、全米五〇〇のトップ企業重役の七五パーセントは、軍隊訓練の経験があるそうだ。」というところだ。軍事性を巧みに薄め、多額の小遣いや奨学金を餌に、入隊する気にさせようとしていることがうかがえる。 最近のニュースでは、高校中退者も陸軍に入隊できるようになったと伝えていた。

 ハイテクのイメージと四軍の中で最も民間人に近いライフスタイルが売り物の空軍さえ、昨年、志願兵にかかる費用を二八パーセントアップしたにも関らず、過去二〇年間で初めての不足を出した。

 海軍は九八年会計年度に七〇〇〇人という派手な志願兵不足を出した後、九五年から三八パーセントアップの、志願兵一人当たり八八三五ドルという記録的な額を費やした。今年は大学生を対象に、卒業後海軍将校候補学校に入学する条件付きで設けられた学資援助額は、七三八〇〇ドル（三六ヵ月分、七七五万円相当）に加え、歯科を含む医療が在学期間中無料で受けられるという大盤振るまいだ。また、高校新卒者対象の案内申し込み葉書きのついた広告には、「潜水艦や軍用機ばかりが海軍の姿ではありません。将来の仕事のために、他では受けることのできない高度の訓練や世界旅行、大学進学資金獲得だってできるのです。今なら訓練なしで出来る仕事が五万人分空いています。」などと書いてある。ここでも目立つのは戦争という破壊、殺人の匂いを完全に回避している点である。

 愛国主義を重んじる若者に人気があるとされてきた海兵隊も、志願兵一人のための費用は一九九五年から一九九九年にかけて、四〇パーセント上昇した。それでもリクルート担当者は、今後志願兵獲得はさらに厳しくなるとみている。

 これらの状況を一層深刻化させているのが、熟練兵士、下士官が次々と軍隊を去っている現状である。軍事社会学者、チャールズ・モスコス（ノースウエスタン大学）は、徴兵制が廃止される以前の陸軍曹長の収入は二等兵の七倍だったが、現在は三倍に落ち込んでいることをその原因として指摘する。

 しかし原因はそれだけだろうか。例えば、湾岸戦争以来頻発する大規模な軍事行動が、国防省の推進する「アメリカ兵が犠牲にならないハイテク戦争」から、逆に逃れたくなる状況を生み出しているのではないだろうか。 湾岸戦争に参加した兵士や従軍看護婦、六九万七〇〇〇のアメリカ人の内、九万人以上が「湾岸戦争症候群」を患っている。症候群の一原因と見られる劣化ウラン弾はユーゴ空爆でも使用されたが、今後も劣化ウラン弾を使用する軍の方針が、兵士たちの間で深刻な話題になっている、と軍隊所属の学生から聞いた。

安倍 陽子 (写真説明  巧みに入隊を誘う軍隊の広告)
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２月１５日、３月２２日：ニューヨーク市


   ユーナイテッド・フォー・ピース・アンド・ジャスティス主催


３月４日：ニューオリーンズ市、マーディグラ祭市民有志


３月１５日：ワシントンDC  アンサー主催


オハイオ州クリーブランド支部ノット・イン・アワ・ネームのチャーターバス５台でワシントンＤＣへ


３月１７日：オハイオ州ケント州立大学


学生、地域住民
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コンバンワ。カメラにむかってデタラメをベラベラ


利己主義丸出し、偽善に満ちた話で国民を説得．．．


歪曲した事実の羅列．．．


４． 感情むき出しのアピールに加えてまたウソの連発。アリガトウ、サヨナラ。








１．  コンバンワ。カメラにむかってデタラメをベラベラ


利己主義丸出し、偽善に満ちた話で国民を説得．．．


歪曲した事実の羅列．．．


４．  感情むき出しのアピールに加えてまたウソの連発。アリガトウ、サヨナラ。
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１２年前：ブッシュのおやじ





証言


 ニューヨークのわたしたちの目の前で２０００名の命が白い雲になった。失われた魂が空気中に漂ったあの日、わたしたちは変った。永遠に。


 世界は変らなければならない。すべての生命が尊ばれるように。


 人間の想像力は無限大である。戦争を排除した正義は必ずある。今、希望を失ったり闇雲に怒りを爆発させるのは間違いだ。知性と心から生まれるすべての芸術、美、そして科学を結集して平和による正義を見つけ出す時なのだ。


戦争 反対
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